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1. 

1.1

高齢者の身体能力が低下する要因の 1 つに、 転倒に

よる怪我がある。 高齢者の 1 年間の転倒発生率は 10 〜

30％ 1.1)、 1.2)、 注 1 である他、 一度転倒した高齢者のうち約半

数が複数回の転倒を経験している 1.3)。 さらに「転倒・骨折」

は脳血管疾患や認知症とともに要介護者となる 3 大要因の

1 つとなっており、 転倒予防注 2 が介護予防の重要な課題

となっている 1.4)。

高齢化が進み平均寿命が伸びる中、 自宅での療養を望

む人が増えている一方で独居率も高くなっている。 家族や

友人が近居をしていない単身高齢者の場合、 転倒して動

けなくなった際に発見される手段がなく、 最悪の場合は直

接的には命に関わらない軽い転倒が引き金となって、 死に

至る可能性もある。 さらに問題となるのは、 怪我をしなかっ

た場合でも転倒に対する恐怖感が生じ、 外出頻度が低下

することである。

このように高齢期の転倒は、 生活範囲の縮小など高齢者

の生活の質にも直接影響し、 様々な問題と複合的に関わ

る。 超高齢社会の日本における重要な課題となっている。
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The final objectives of this study are to create a mechanical and systematic model of falls through 
classification of fall types and to propose the effective architectural measures that can prevent elderly 
from falling, because falls of the elderly are the most severe problem for them. In three residential 
districts, door to door interview surveys were conducted for the elderly aged over fifty years old living 
in their house by asking when and how they fell. The total number of their falls was forty-four times in 
twenty-five participants. These cases are classified into six fall types, and there are eighteen fall modes. 
Our result has revealed that mechanism of falls and acquired the fall models which can briefly explain 
transition process of falls. The series of models can be useful to prevent seniors  falls and how the 
elderly continue to live in their house.

Modeling of Fall-Process Based on Actual Conditions of Falls 
for the Elderly Living in Their Residence

- A Qualitative Study in Bunkyo Ward, Yokohama City and Kashiwa City -
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1.2

のように高齢期の転倒は外出 や たきりなどの

生活の 化に がる 因となる他、 院や手 を う怪我

の場合は み れた地域での自 した居 を す

る要因にもなりうる。 しかし転倒に至る や転倒の直

接的な 因となる 的 ・ 建築的な要因については明ら

かにされていない が く、 特に自宅や地域という生活

体における転倒予防について体系的に た研究はない
注 3。 本研究の 的は在宅高齢者の転倒 から自宅や

地域で発生する転倒 を明らかにするとともに、 転倒の

仕方の と の のモデル化を なうことである。

2.2 年 な

転倒は も も高齢者のみに こる問題ではなく、 て

の で生じる である。 しかし 年 では れ ど問

題にならない転倒も、 高齢者では怪我や骨折を引き こす

ことで、 たきりや外出 などの大きな生活 化をもた

らす可能性が高くなる。 この たる 因は、 加齢に う身

体機能などの低下である。 医学系では高齢者の内的因子

を中 とした研究が数 く 在するが、 の いには ン

ン がなく により様々である。 え 、 に

た内的因子 び外的因子の においても、 木 (2003)

は転倒に関わる内的因子として 「身体的疾患」、 「 」、

「加齢 化」 の 3 つを る 2.1) が、 田ら (2008) は、

じ内的要因 ( 内的因子注 4) を 「 動要因」、 「感 要因」、

「高 脳機能要因」、 「 理要因」 の 4 つに した で、

要因に関しては外的要因に している 2.2)。 日本

年医学会では転倒に関わる内的要因を、1. いや 、

2. や 、 3. 、 4. 、 5. 力

、 6. 、 7. の ( 、 、

ミン 、 、血 下 など ) の 7 つとしている 2.3)。

さらに、 高齢になるに って様々な疾患を身体に える

ことで、 院したり の が増加し の要因を複数

える場合も くある。

ここで、 医学系の転倒に対する ー を転倒 の

時系 を え、 下の 1 に すように 「 . 転倒 」、

「 . 転倒直 ( 数日 内 )」、「 . 転倒直 ( 数 間 内 )」、

「 . 転倒 」 の 4 つに して 理する。

2. に る

2.1

1 で見たように、 転倒には様々な要因が関わってい

る。高齢者の転倒 としては に身体疾患や 、

加齢 化を中 とした身体的要因である内的因子と、

的 の外的因子の 2 つが られる。 内的因子に関し

ては医学系の研究のうち、 特に理学療 における研究が

数 くある。 一方で外的因子に関する研究では、 建築構

や といった に関する研究、 建築 による在

宅や を中 とした研究が い。 た、 野を

した研究も見られる。

本 では、 医学系と工学系の 野を中 として、 日本に

おいて転倒がどのように研究されてきたかについて と る

ことで、 本研究の けを す。

用語 定義

転倒 受傷の有無に関係なく、本人の意志によらずに何らかの原因によって腰より下の平面へ
倒れ込むこと。

転落
受傷の有無に関係なく、本人の意志によらずに何らかの原因によって腰より下の平面へ
落下すること。ただし、その一連の動作中に身体がどこにも触れていない場合とする。

手順 研究・調査内容 研究手法 調査場所

1 調査対象者の抽出 2013年度の質問紙調査の分析 青葉区、文京区、柏市

2 転倒の実態把握 自宅訪問調査(インタビュー及び実測調査) 青葉区、文京区、柏市

3 転倒パターンの分類 自宅訪問調査の分析 青葉区、文京区

4 転倒パターンの検証 自宅訪問調査の分析 柏市

5 転倒プロセスのモデル化 3地域の調査結果の分析 青葉区、文京区、柏市

時間

転倒

A. 転倒前

C. 転倒直後 ( 数週間以内 )

D. 転倒後

自宅 自宅

B. 転倒直後 ( 数日以内 )

※斜線部は、 症状や治療成績によって該当しない場合もある

急性期病院 回復期リハ病院手術

居住 ・生活場所

1.4 計 と

本研究では、 東京大学高齢社会総合研究機構が 2013

年度に した転倒経験のある在宅高齢者に対する質問
1.7)、 1.8) を に転倒経験者の 出し、 ン ー ・

を なった。 2 に研究 と手 を す。

1 定

2 計 と

1 に る と 場所

1.3 定

「転倒」 は研究によって す範囲が なり、 一的な見

は 在しない 特に 「転倒」 と 「転 」 の は

とに なる。 こで 研究 1.5)、 1.6) を に本研究におけ

る転倒 ・ 転 を 1 のように するとともに、 研究対

を転倒に ることとする。

. 前

え 年医学の研究は、 年期にみられる疾患を中

としているた 、 高齢者における発生率が高い転倒 ・

骨折も研究対 となる。 ルや モ ・ ンド ー

といった高齢者特 の症 を す からも かる り、

年齢の に う身体機能低下を うた 、転倒 の 「予

防注 5」 も重要となる。 人や のデー から転倒の

ーを し、 転倒の 因となる を したり
2.1)、 2.2)、 転倒経験や転倒 に生じる恐怖感と転倒予防に

対する 化の を なったりする 2.4)、 2.5) 他、

ルや モ の の に見られるように の

を なうこともある 2.6)。 た、 転倒 の ー ョンに

おいて われる 動療 は、 日 生活 の とともに
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の転倒を予防する 合いを つ。 より身体的な機能

に した研究は、 メ 注 6 の 野に見られる。

感 と動的 ン 2.7)、 ある動 に対する身体動 と

関 にかかるモーメントの 2.8) といった感 や動 に関

する研究の か、 ある転倒が引き こす骨折のメ
2.9)、 転倒 や の に関する研究 2.10)、 2.11)、 2.12)、 2.13)、

転倒予防 のものの研究 2.14) も われている。 転倒発生

時の や 、 重 動 の によってつ

きや りといった特 の転倒を う研究は くある 2.16)、

2.17)、 2.18) ものの、 も もの転倒の仕方自体を する研

究は、 の 要性に した大 (2003) による研究 2.18)

の他、 長谷 ら (2013) によるつ きによる転倒を間接的

に した研究 2.19) を くと と ど見られない。

. ( 以内

外科や 命 において、 転倒 ・ 骨折は くを

ている。 東京 防 の デー によると、

の 8 が 「こ 」 であり、 のうち 院が 要

なものは 4 どとなっている 2.20)。

特に大 骨近 の骨折は たきりや になる

が高く、 くの場合において手 による 期 を

す注 6。 研究では、 これらの骨折の に対してい

かなる 療方 を るかが重要な課題であり、 すでに く

の研究がなされている 2.21)、 2.22)、 2.23)。 このような性質 、

研究においては転倒 の に関する研究はなく、 転

倒直 の の に り、 骨折の や

、 療方 の び 療 が となる。 場合によっ

ては、 療経 中の 2 骨折の 報 もあり 2.24)、

症 数の み重 や が重要であることが かる。

. ( 以内

ここでは 性期から回 期にかけての ー ョン

( 下 ) が重要となる。 院を う骨折の中で特に

重症度の高い場合には、 内 が 院 の高齢者

の生活に大きく影響する。 には理学療 、 療

、 療 がある。 「 本動 能力の と 引

者注 8 の を り、 活動性を増加さ ることで患者の生活

能力を さ 、 在宅 と社会 を す」 2.25) 理

学療 士の専 性が活かされるのが、 能力の で

ある。 療 の の 1 つには、 「患者の生活の 構

築に 要な日 生活の活動度を 期に さ る」 2.25) こ

とがあり、 を った動 といった様々な動 の を

なうが、 特に転倒に関わるのは、 ド 子の

やト 動 である。 療 では脳 や認知機能

をもっている患者の を なうが、転倒に関しては 「高

機能 の や の程度を総合的に し」 2.25)

転倒 の予 や対 を じる。

研究の中で特に く見られるのは理学療 の 野

で、 重 動と ン に関する研究 2.26)、 2.27) の他、

回 ・ が転倒に える影響 2.28)、 2.29)、 2.30)、 ある転

倒の動 2.31)、 疾患と 能力の関 について

の研究 2.32) がある。 地域や における 数の転倒の症

デー を た の 的 の他、 ミ ー

ョンや 験者に対する を む質的研究も われる。

. (

護学では、 転倒直 から自宅 院 で く見るこ

とがある。 地域における研究では、 1 年間の転倒経験と

の の身体 化の研究 2.33) や、 生活 ・ と転倒に

関する研究 2.34) の他、24 年の を なった研究 2.35)

がある。 内では、 転倒経験がある高齢者の転倒予防

の研究 2.36)、 転倒 の に関する研究 2.37) がある。 た、

の 野でも、 数年にわたるの 院患者の の

による院内転倒予防の研究 2.38) が見られる。

の他、 キー の転倒時の 動を中 に の外 を

った研究がある 2.39)、 2.40)。

2.3 建築 な を と

外的因子に関わるものを、 下のように した。

　 . に る と

と

　 . 動 内

　 . 建築計

本 では、 この 3 つの に関して年 に 明する。

.

建築において転倒に関する研究が最 に われたのは、

1968 年の山田、 によるもの 2.41) である。 ーマは 「建

内 における転倒 防 」 であり、 対 は高齢者に

ら 、 建築の中で重症度が高くなる転倒を防 するた

、 転倒した際の がどのように発生するかを した

ものである。 いのは、 この研究においては によ

る り を重要 しており、 こすり 験機を した で仕

構 の を なっている である。 ここでは、 転倒

を 「す る」 と 「つ く 
ママ

注 9」 の 2 りに している。

の 1980 年 半には小野らによって転倒と の

さに関する研究が われているが、 こちらも高齢者を対

としたものではない 2.42)、 2.43)、 2.44)。 特に 2.44) は学 体

の を対 とした研究であり、 時は高齢者 に子

の転倒も問題 されていたことが かる。

1980 年 半からは、 転倒による を ーマとし

た研究が複数 われ 2.45)、 2.46)、 2.47)、 これらは 、 野に
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よる転倒 に関 した研究 (2.45) と、 直 らによる 、

構 に関 する研究 ((2.46)、 (2.47)) に けられる。

2000 年 になると人口の高齢化とともに家 内 の増

加が問題となり、 の中でも死 者の い転倒 ・ 転 (

び ) について 要 と 的 要因の関

を研究した が見られる ( ら、 2003)2.48)。 この研究

は の デー を いたもので、 5 年 の

を にしている。 他にも を ーマとして ったもの

には、 による高齢者の身体活動の 化から転倒

が発生しやすい を している研究 ( ら、 2004

年 )2.49) がある他、 りは て での転倒に関するもので

ある ( 田 ら、 2004 他 )2.50)、 2.51)、 2.52)、 2.53)。

2000 年 半からは がより 体的なものとなり、 木

質 ー ン と に関するもの ( 田

ら、2007)2.54)、 に関するもの ( 田ら、2008 他 )2.55)、2.56)、

2.57)、2.58)、2.59) があるが、 と どが高齢者を対 としたもので、

に関する研究であった。 複数の 仕 を いて

転倒時の 性 外に軽 性能や 感

を なった研究がある ( 長島ら、 2011)2.60)。 2010 年

からは、 の研究が高齢者 内での が中

となる。 これについては、 で る。

.

の 工学では、 転倒した場合の身体に発生する

や 、 怪我の程度の軽 に関する研究が であった

が、 人間工学では、 転倒の際の動 を中 としている。 こ

の 野の研究は 工学よりも に り、 1990 年の

田によって われた の対 者に 加 を加

える研究 2.61) が最 と えられる。 様の研究は 1996 年

び 1998 年にも らによって われている 2.62)、 2.63) が、

1990年の研究が高齢者の転倒を していたのに対して、

年の 2 つの研究は、 において が ける

についての 験であり、 研究 は なる。 2000 年

からは転倒と動 を関 けた研究が見られ、 2000 年に

らによって われたつ きの動 2.64)、 2004 年

には加 、 直 らによる手すりの と手すりにかかる転

倒時の人の 重を した研究 2.65)、 2010 年の 、

木による た 動 の 2.66) がある。 に関する研究

も人間工学で われるが、これは で 理する。 さらに、

子の転倒に したものとして 1996 年の らによ

る研究 2.67)、 2004 年の 谷による研究 2.68)、 2014 年の三

らによる研究 2.69) が発 されている他、 らによる二

重課題 下における の研究 2.70)、 2.71) が 2013、

2014 年に、 らによる における重 動 の研究 2.72)

が 2014 年に見られるように、 研究対 が がっている。

. 建築計

建築 の関 研究は、 内の転倒 が で

ある。 内での転倒の 自体は (2.41) でも見たように

から われてきたが、 で た り、 期は建築

の 性として や構 に関 けた研究が かった。

研究手 では 学的手 を いた研究と、 と

して した研究の 2 に けられるが、 ここでは

建築 に関わるものを 対 場 で する。

医療 における研究としては、 複数の医療機関に

おける転倒 の 2.73) や、 転倒が い にお

けるト の に関する研究 2.74)、 2.75) がある。 に高齢

者 では、 内の の 2.76)、 動の

に関する複数 での 2.77)、 認知症高齢者に対する

内での転倒防 の研究 2.78)、 建 構 や と転倒

の 性を した三浦らによる一 の研究 2.79)、 2.80)、 2.81)、

2.82) がある。 して 宅では、 日 生活の の 1 つとし

て転倒、 転 、 、 を 的に い した研究
2.83) の他、 地に居 する高齢者の生活 2.84)、 自宅

での転倒 の 2.85)、 疾患がある場合の転倒 2.86)、

宅内での転倒場 と の 2.87) がある。このうち、(2.85)

は自宅 問 によって転倒の を明らかにしている

で、 (2.87) は高齢者の き り を っている で本研

究に近いものである。 最 に、 ではなく地域で われ

た研究としては、 転倒の発生頻度や を した研究

が複数あるが、 て ン ート の で、 的手

によって されている 2.88)、 2.89)、 2.90)、 2.91)。

2.4 に る

研究によっては、 医学や工学といった 1 野ではなく、

複数の専 家が して研究を なった もある。 の

ような研究では、 外的因子と内的因子の 方を してい

る場合が く、 え に た (2.85) では、 年 護

と建築の専 家が している。 た、 (2.74) や (2.75) で

は 護の 場から患者の けを なった で、 転倒

の 的対 を建築学の から している。

の他複数 野での ではないものの、 建築から医

学の 野に み 研究として、 段 や における

身体 の を した小野による研究 2.92) がある か、

の 場としては医学系で外的因子である について

した研究が複数ある 2.93)、 2.94)、 2.95)。 本 では、 の

ような 2 野に がる研究を の研究と 。

2.5 位置

本研究は建築的な外 因子に関する を としながら

も、 今 で 一的に えられてきた 「転倒」 のものの

を、医学的な に近く内的因子が関わる 「動 」 によっ
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地区 期間 調査協力者※1、2 戸建住宅居住者 骨折経験者 複数転倒経験者 全転倒経験回数 調査時独居

青葉区 2015年12月 10名(1名) 10名 5名 3名 15回(1回) 0名

文京区 2015年1-2月 8名(1名) 6名 5名 5名(1名) 19回(3回) 2名

柏市 2016年12月 7名(1名) 3名 7名 3名 10回(1回) 1名

※1：文京区、横浜市では夫婦1組を含む　※2：(　)内は男性の回数　※調査対象者の抽出は、質問紙の骨折者を中心に電話で行なった

質問紙配布 : 5000

転倒経験あり : 155

転倒で怪我 : 110
うち骨折 : 22

回収率:9.6%

B. 文京区

うち骨折5：大腿骨1，腰椎1,
      　　　　下肢1，手2

調査実施 : 8 (女性7)

50歳以上※&
研究協力に同意 : 41

うち骨折 : 12

調査対象

 

質問紙配布 : 5000

転倒経験あり : 257

転倒で怪我 : 185
うち骨折 : 35

回収率:15.8%

C. 柏市

うち骨折7：手首3，足首1,
 足先1，肩1, かかと1, 腕2

調査実施 : 7 (女性6)

65歳以上&
研究協力に同意 : 92

うち骨折 : 19

調査対象

 うち骨折5：大腿骨1，腰椎1,
      　　　　下肢1，手2

調査実施 : 10 (女性9)

65歳以上&
研究協力に同意 : 79

うち骨折 : 27

調査対象

質問紙配布 : 5000

転倒経験あり : 238

転倒で怪我 : 176
うち骨折 : 27

回収率:14.0%

A. 青葉区

て かく する。 このように、 建築の 野である外的因

子注 10 について く り下 ながら、 時に医学的な内的

因子の については医 や理学療 士の を

え、 研究の発 としての 野 の研究を

す。 2 に、 今 で と た 研究の 要と本研

究の す けを す。

2 と 位置

3. に る

3.1 地 定 と地

2013 年度に した転倒経験者を対 とする質問

においては、 転倒場 の が転倒 に える影

響を し、 居 が なる地域として

( 下 と )、 東京 京 、

の 3地域注 11 を した。

3.2

質問 の回 より、 転倒経験者から を り自宅

問 の対 者を 出した ( 3)。 ここで転倒による怪

我の経験者を に加えているのは、 下の 2 による。

1、 怪我をした転倒経験者には、 転倒の で生活の

化が見られると される。

2、 重症度の高い転倒経験者は、 ルの で複数

回の転倒を経験している場合があるた 、 より くの転倒

が できるとともに、 転倒を り す につい

ても が可能であると えられる。 したがって 対

者の 出は骨折 ( びを む ) の経験者を さ てい

るものの、 骨折経験者に しているわけではない。

なお 京 のみ 対 が 50 であるのは、 自

宅 問の が可能な 対 者を するた である。

4. 化

4.1 ( 文

と 京 の自宅 問 で られた 18 の

34回の から、 転倒 ーンの 出を みた。 、

時に た転倒を す を 理すると 「 る」、

「 り ちる」、「引っかかる」、「つ く」、「 み外す」、「

ン を す」、「 らつく」 の 7つであった。 これらに対し、

転倒要因となり る力を 理したものが 4である。さらに、

れ れの ン ー で られた転倒 を元に、

下の A〜 Fの 6 の転倒の仕方に した注 12。

引っかかる つまずく 踏み外す 滑る ずり落ちる バランスを崩す ふらつく

あり ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

なし - - - - ◯※   ◯※   ◯※

動作なしで想定
される事例 - - - - 車椅子からの

ずり落ち
車の追突

膝がガクンとなる、
めまい等

進行方向と
同方向 ◯ ◯ ◯ ◯ - ◯ ◯

進行方向に
対して横方向 ◯ ◯ - ◯ ◯

進行方向に対し
て反対方向 ◯ ◯ - ◯ ◯

鉛直下向き方向
(進行方向に
対して垂直)

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

あり
進行方向
後ろ向き

進行方向
後ろ向き

鉛直方向
(外力がある場合)

- - -

なし ◯ - ない場合もある ◯ ◯ ◯

あり あり なし なし なし あり/なし なし

◯(段差に関係し
ないものもある)

◯(段差に関係し
ないものもある) ◯ - - - -

不定 不定 進行方向に
平行な方向 不定 不定

進行方向に対し
て反対方向

進行方向に対し
て反対方向 下 不定 下 不定 不定

太枠で囲ってある部分は、 部以外には差がないことを表す

◯は該当するもの、-は理論上・文献上存在が確認できないもの、空欄は該当するものがないか特定ができないもの、※は本研
究で事例はないが、既往研究から存在が確認できるものを表す

段差に特有

進行方向に対して
倒れる向き

転倒時に生じる
加速度の方向

転び方

動作
の有無

重心移動
の方向

足に対して
かかる荷重
(外力)

外力の有無

4 に る と る

3

3

つ きは、 が段 や地 に れ、 進 方 と

対 きの力を けることで生じる。 段 ・ の か

ら 3 りに できる。 この他進 方 の ・ で

つ く場合の 2 りが えられるが、 本人も が い

ことが く、 と どが 明であるた には加えない。

み外しは、 段 に 因して生じるが、 際に段 が

在する場合と 在しない場合があり、 さらに本人の認

としての段 の 在の を加え 4 りに できる。

りは、 地 との が らかの によって し本

人の よりも く、 たは本人の とは なる方 に

重 が 動して生じる。 研究 4.1)
を し、

と の他 ( が 因の場合 ) の 2 りに する。

に る

は人に つかるなど外力が加えられる場合と、 えて

いた力が われる場合があり、 れ れに家 に 因す

る場合と の他の場合があるた 4 りに 可能である。

3.3

3 に 問 の の 要を す。
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る が 4 見られ、 「複数回転倒経験者で骨折を経験

している場合、 回が重症となるが、 回 では 回

に て怪我が軽くなる にある」 という転倒 が

された注 15。 理 としては、 回の転倒によって生活に

影響を す大きな怪我をすることで、 動範囲が くなっ

たり転倒に をつけるようになることが えられる。

4.2 と (

2地域での ン ン で転倒の仕方を するモデル

が 的に られたが、 の より の 性

を 認した。 の 10 の転倒 を 4 の転倒時

力学モデルにより すると、 9 が 5 の転倒時モー

ドに できることが 認できた ( 6)。 りの 1 は、

F A という転倒時モードが で発生した複合モデルで

あると かった ( 7)。 この ではどちらが直接的 因

かを することは で、 方が 時に生じていた。 し

たがって、 段 で転倒時力学モデル び転倒時モード

は転倒の を する で に 性をもっている

が、 で こる複合 ーンについても して今 本

モデルを 化していく 要がある。 た の転倒

は では されなかった。 た し、 では複数転

倒経験者が 2 であったた 、さらなる が 要である。

り ちは、 の から重 を えている力を う

場合に発生すると できる。 研究 4.2)
より、 子

やキ ー きの 子が動いてし う場合など本人が

動していない時でも発生すると えられる。

( に な

Dの外力による転倒に対 し、 外から力を加えられ に

生じる転倒である。 因としては いや ちくらみの他、

研究から脳疾患による を しなけれ

ならない。 の他としては、 ち がり時に の関 に力

が らない が えられるた 、 で 3 りとなる。

の 化した転倒 の を転倒時モードとし、

と 京 の とともに 5 に と る。 さらにこの

6 を人体モデル注 14 によりモデル化した ( 4

頭

重心

膝関節

足関節

人体モデル
E ずり落ち

C 滑り

D 外力による転倒

転倒方向：
不定

移動

移動

F ふらつき
( 外力によらない転倒 )

A つまずき B 踏み外し回転

回転

進行方向

外力

△段差、障害物
または何もなし

転倒方向

△本人の意識
による水平面

移動

進行方向
転倒方向：

不定

△段差、障害物
または何もなし

見かけの外力

回転

移動

進行方向転倒方向：
不定

転倒方向：
外力に依存

移動 外力

移動

転倒方向
△進行方向

見かけの外力

必
ず
身
体
移
動
を
伴
う

転
倒
時※

直
前
の
身
体
移
動

必
ず
し
も
身
体
移
動
を

伴
わ
な
い

転倒時※の直後に重心に働く力の向きと種類
水平方向、外力 鉛直方向、重力

転倒時直前の重心動揺が安定 転倒時直前の重心動揺が不安定

※ 転倒時
　 転倒に至る動作の
　 中で重心移動が開
 　始する瞬間

△ : 状況によって存在
　   する場合としない
      場合がある

4 を

青葉区 文京区 小計 合計

段差あり - A (1) 4 5

障害物あり A (2) 1 -

障害物なし A (3) - -

段差あり(本人の意識) B (1) - 1

段差なし(本人の意識) B (2) 5 -

段差あり(本人の意識) B (3) - -
段差なし(本人の意識) B (4) - -

地面の状況 - C (1) - 1

その他 - C (2) 1 -

家具 D (1) - 1

その他 D (2) 1 -

家具 D (3) - 1

その他 D (4) 1 -

移動中に発生 - E (1) - 3

移動中でない - E (2) - -

めまい・立ちくらみ - F (1) - -

脳の疾患 - F (2) - -
その他 - F (3) 1 1

C 滑り

B 踏み外し

段差あり
(実際)

段差なし
(実際)

転倒の仕方

A つまずき

E ずり落ち

F ふらつき
(外力によら
ない転倒)

D 外力に
よる転倒

外力を加えられる

外力を失う

4

3

2

転倒の
直接的原因

転倒の直接・
間接的原因

段差なし
10

6

2

転倒時
モード

件数

27

(

残
�
7
件
�
状
況
不
明
�
�
�
分
類
不
可)	

5

4 では、 転倒時に重 に く力の きと 、 び

転倒時直 の動 の で した 、 転倒時モー

ド 士の関 性が 理された。 と 京 の 転倒

34 のうち、 27 は 5 に したように転倒時モー

ドが一 的に る。 りの 7 は、 や によっ

て な転倒 が 明か の域を出ない であっ

た。さらに複数回の転倒経験者8 中、 回転倒が骨折で、

2 回 が骨折 外の や 、 の怪我であ

青葉区 文京区 柏市 柏市小計 小計 合計

段差あり - A (1) 4 5 2

障害物あり A (2) 1 - ①

障害物なし A (3) - - 1

段差あり(本人の意識) B (1) - 1 -

段差なし(本人の意識) B (2) 5 - -

段差あり(本人の意識) B (3) - - -

段差なし(本人の意識) B (4) - - -

地面の状況 - C (1) - 1 -

その他 - C (2) 1 - 1

家具 D (1) - 1 -

その他 D (2) 1 - 3

家具 D (3) - 1 -

その他 D (4) 1 - -

移動中に発生 - E (1) - 3 -

移動中でない - E (2) - - -

めまい・立ちくらみ - F (1) - - ①

脳の疾患 - F (2) - - 1

その他 - F (3) 1 1 1

※ここでは、複合パターンはそれぞれ1回ずつカウントしてる(表の◯部分)。

：部は柏市ではじめて見られた事例を示す

A つまずき 4 14

38

段差なし

B 踏み外し

段差あり
(実際)

0

転倒の仕方
転倒の

直接的原因
転倒の直接・
間接的原因

転倒時
モード

件数

6
段差なし
(実際)

F ふらつき
(外力によら
ない転倒)

3 5

D 外力に
よる転倒

外力を加えられる

3 7

外力を失う

E ずり落ち 0 3

C 滑り 1 3

(

残
�
7
件
�
状
況
不
明
�
�
�
分
類
不
可)	

6 (
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4.3 化

に、 時系 に った として転倒を する方

を する。 転倒時の 間を す力学モデルを転倒の

時系 の中に くことによって、転倒 の 因と ( 転

倒 動と怪我 ) とどのように びつくかが されるととも

に、 転倒時力学モデルの 性 ・ 性を可 化するこ

とが可能となる。 して一 の した としての転倒を

明するモデルとして つかどうかを、 3地域の を

いて した。

転倒を時系 に って 転倒 動、 転倒時、 転

倒 の 3つに する。 では 3地域の で見られた

転倒直 の 動を、 身体活動 度を すMETs4.3) を

として ている。 た しMETsは じ動 や で

も によって が なるた 、 一 的には らない。

では 6つの転倒の仕方によって転倒時の動 を す

るとともに、転倒時に手を 可 、二重課題 の 、

と の影響の の 4 を する。 では転

倒 の怪我の や の他、 平均在院日数を とし

た 院期間、 転倒 の生活の 化を する。 これらを

と 5 に す。 の下 の を い

て、 時系 に った として転倒メ の

が可能となる。 え 7 の .44の場合「71-XF(2)

A(2)1000-aP」 となる ( 5 に )。

4.4 に る建築 な

ての転倒時モードに対し、 東京 防 や 研究に

よる の転倒予防対 ( 8、 9) と、 自宅 問

の から できる建築的な対 び転倒した場

合の怪我の予防対 ( 10 を す。 この より の

対 では、 理的予防と身体的予防、 び転倒予防と怪

我の予防が れ れ されていることと ( 8 の 6、

9 の 5)、  さらに 18 の転倒時モードのうち 2 3 にあたる

12 に対する予防 が 明した。

転倒時
年齢

男
性

転倒時の
住戸形態

転倒
回数

骨
折

生活の
変化※1

怪我の
箇所

入院
期間

転倒場所
分類

転倒
場所

転倒の
仕方

転倒時
の行動

転倒時直
前の動作

転倒の直接的原因
二重
課題

段差
転倒時
モード

44 85
集合住宅
(4階/5階)

3/3 - - - - 住戸内
居間

(和室)
内力による転倒

+ つまずき
居間を
移動中

部屋の中を
移動中

めまいを起こし、ふらついた際にこたつに
足を引っ掛けたが、こたつ上で1回転し着地

✕ ✕
F(2)+
A(2)

※1：-は変化なし、△は恐怖感等心理的な変化、◯は実際の生活行動に変化があったことを表す　　　※2：転倒場所に対する慣れの有無を表す

※3：段差や障害物等に気づかなかったことを表す　　※4：転倒時に身体の動きが意識についていかなかったことを表す(手が出なかった等)

基本情報 転倒に関する項目

No

1 段差をなくす

2 段差（段の先端部）を分かりやすくする

3 足元を十分に明るくする（足元灯・照明器具の設置など）

4 滑り止めをする（階段・廊下・玄関先など）

5 歩行を補助する（手すりなど）

6 継続できる、体力にあった運動をする（散歩など）

7 ころぶ原因となるものは取り除く（整理・整頓）

対策の内容

対策

1 歩行時の体勢保持が重要 手すりが有効

2 体勢保持が難しい居間・寝室
家具の設置位置を工夫する等, 高齢者が常に
何かにつかまりながら歩行できる環境作り

3 足の滑り、小さな段差 建築面からの対策が可能

4 紙による滑りや電気コード敷物等で
できた段差

(すべてを建築面から解決することは困難)

5 めまいなど身体的な要因が引き金
となって発生する転倒

体にかかる衝撃を和らげる弾力性の大きい床
材の使用が有効

転倒が予想される場所や転倒の仕方

7 1 (

5.

び東京 京 、

における在宅高齢者に対する自宅 問 から、 自宅

や地域での転倒 を した。 して、 と 京

の を いて転倒の を 6 つの転倒の仕方に

した転倒時力学モデルと、 れをさらに 化した転

倒時モードを 的に た で、 の で

し、 者が の転倒を する手段として で

あることを した。 してこれら転倒時モードと転倒時力学

モデルを発 さ 、 3 地域の を えて転倒時直

の動 から転倒 の怪我に至る でを一 の とし

て可 化することで、 複 な転倒という を 明可能と

するモデルを した。 加えて、 研究から わ

れてきた転倒予防対 の を すとともに、 本研究で

られた転倒時モードに対して れ れ と えられる

転倒予防対 を した。

本研究の としては、 知の転倒の仕方や転倒時

モードの 在や、 本 で られた転倒予防対 の 性

が であることが られるが、 さらに くの転倒

を なうことで、 を 化していく予 である。

8 に る 4.4)

9 に る 4.5)

10 と 建築

A (2) 2 ◯ 障害物の片付け、目立つような工夫

B (1) 1

B (2) 5

B (3) -

B (4) -

C (1) 1

C (2) 2

D (2) 4 - 可能な場合外力を加える原因を除去

D (3) 1 - 家具の固定、滑りにくし移動しない工夫

E (1) 3 - 椅子やベッドの端への手すりの設置

F (1) 1

F (2) 1

F (3) 3 - 立ち上がり時に用いることのできる手すりなどの設置

※1：複合状況であるNo.44はのべ2回の転倒としてそれぞれ加えた　 　※2：◯は従来から対策が言及されている
こと、-は言及されていないことを示す　　※3：下線は従来の転倒予防策(参考文献では転倒防止策と標記)

本研究より得られた建築的対策の提案※3

転倒予防
怪我の
予防

A (3) 1
履物等を考慮、必要に応じて摩擦係数が適当な床材を選択、
正しい段差の設置等

段差の最後の段や段差との境界を認識しやすいよう目立たせる
工夫、照明の改良

段差があると間違えにくい床の模様を採用

A (1) 11
可能な場合は段差の解消や改修
不可能な場合は手すり等掴まることのできるものを設置 転

倒
し
て
も
怪
我
を
し
に
く
い
床
材
の
考
慮
・
転
倒
先
環
境
の
工
夫

障
害
物
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る

床面が滑らないような工夫、履物の考慮

F 内力に
　よる転倒

普段の座位の姿勢を考慮(ユカ座やイス座等)

D (1) 1
衣服や身体が引っかかりやすい構造の解消
家具の転倒を防止

D (4) 1
重量物が原因の場合、ロック付きのキャスターの使用等
動かしやすくする工夫

D 外力に
   よる転倒

-

E ずり落ち
E (2)

従来の
対策※2

◯

-

◯

A つまずき

転倒の
仕方

転倒時
モード

件数※1

(全38件)

-

-- 椅子やベッド等を動かないよう固定、深く腰掛けられるような工夫

B 踏み外し

C 滑り ◯

-

-
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住
戸
内

自
宅
敷
地
内

玄
関
内(

玄
関
、
廊
下
、
リ
ビ
ン
グ
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
寝
室
等)

玄
関
外(
庭
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
共
同
住
宅
廊
下
等)

自
宅
敷
地
外(

公
道
、
店
舗
、
病
院(

外
来)

等)

起立中 怪我なし

打撲

捻挫

振り返り
動作中

方向転換中

起立動作中

歩行を伴わ
ない移動中

歩行中 荷物なし

椅子・
ベッドから

床から

足以外

足

骨折
( ひび
を含む )

入
院
な
し

入
院
あ
り

10
日
以
下

10
日
以
上

 手指

手首・腕

肩

背骨

足指

足首

大腿骨
近位部

荷物あり

その他
(歩行介助等 )

手すり
使用あり

手すり
使用なし

荷物なし

荷物あり

荷物なし

荷物あり

ダンス中

スキー中

その他

階段・
段差
昇降中

走行中

その他
運動中

敷
地
外

活
動
量(

ア
ク
テ
ィ
ブ
度)

1

10

その他

① 転倒前行動 ③ 転倒後

▶ 
転
倒
場
所

▶ 

遷
移
状
態

▶ 

転
倒
へ
の
対
処

▶ 

飲
酒

▶ 

二
重
課
題
条
件

▶ 

薬
剤

▶ 

怪
我
の
種
類
と
入
院
の
有
無

▶ 

転
倒
後
の
生
活
の
変
化

② 転倒時
手を使用する
ことができな
かった

手を使用する
ことができた

不明 (記憶
なしを含む )

影
響
な
し

影
響
あ
り

0

1

二
重
課
題
条
件
な
し

二
重
課
題
条
件
あ
り

影
響
な
し

全
く
な
し

治
癒
ま
で
の
間
の
み
変
化
あ
り

治
癒
後
も
変
化
あ
り

影
響
あ
り

踏み外し

つまずき

滑り

外力による転倒

ずり落ち

ふらつき
(外力によらない転倒 )

転倒の時系列

作業がなく立っている
状態

頭部回旋のあり、進行方向
に体をむけたままの場合
(2との区別 )

頭部回旋がなく、体を
場合
(1との区別 )

立ち上がる際に転倒した場合
で、最初の姿勢によって運動
量の差がある

座面、ベッド上での移動

家事等、移動を伴わない作業中

歩行による移動中

走行による移動中

X

Y

Z

1

2

3

4 1

2

1

2

3

5

立位での作業中
6

7

8

9

10

1

2 1

2

1

2

1

2

3

A

B

C

D

E

F

E

a

b

c

d

e

?

?

段差なし

段差あり
障害物あり

障害物なし

段差なし

段差あり
原因

原因

原因

段差あり
段差なし

段差あり
段差なし

外力を失う

外力を
加えられる原因

家具
その他

家具
その他

(実際 ) ( 本人の意識 )

その他

地面の状況

原因
移動中でない

移動中

原因
その他

めまい・立ちくらみ
脳疾患

B(1)
B(2)
B(3)
B(4)

A(1)
A(2)

A(3)

C(1)

C(2)

D(1)
D(2)
D(3)
D(4)

E(1)

E(2)

F(1)
F(2)
F(3)

3.5-4

t

※図中作図は全て筆者による。

◯ ◯

◯

(2)

(2)

◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯

住
戸
内

ベッドから

床から

X

◯

◯

◯歩行中◯ ◯

住
戸
内

玄
関
内(

玄
関
、
廊
下
、
リ
ビ
ン
グ
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
寝
室
等

▶
遷
移
状
態

X
◯

(2)

(2)
A

B

原因

C

原因

D

EEE

原因

(2)

(2)
A

障害物あり

障害物なし

(2)

◯

◯
0

二
重
課
題
条
件
な
し

◯

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯ 怪我なし◯ ◯
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注 1 ： 転倒発生率は転倒の や 方 、 対 者の居 場 に
よって なる。 (1.1)、 (1.2) によれ 、 地域在 高齢者の転倒発生率
は 10 20％、 居高齢者で約 30％となっている。
注 2 ： 2.25) では、 転倒予防と転倒防 について 下のように

ている。 「転倒 予防 と転倒 防 という 2 つの がし し
なく いられるようであるが、 予防 はどちらかというと本人が内因性の

や外因性の に対し 体的に り で防 という 場が される
ン であるのに対して、 防 は、 他者が 体的に関わり防 とい

う ン が される と 者はとらえている」
注 3 ： 内転倒については、 本らによる 2013年の研究 ( 2.87)

) がある。
注 4 ： 内的因子 内的要因の の い け ： 本 において、 者が本

を いる時は内的因子を、 に の のある場合は内的
要因を いた。 外的因子、 理的因子についても 様。
注 5 ： 本研究においては転倒防 を て 「転倒予防」 という を い
るが、 本 においては、 した 研究で 「予防」 と 「防 」 の
がなされていない場合、 本的に の 引 している。
注 6 ： メ 学会 によると、 「( ) 学問としての メ

は， の 体としての生 を工学 ・ 医学 ・ 生 学などの 的な
と方 で する けでなく ( )」 とある。 ここでは 医学系

研究に した。 ( メ 学会 ， メ 学会とは， 
. .  2017.6.30 )

注 7 ： 年齢や の他の疾患によって 身 や手 が しいと される
場合は、 経 もあり る。
注 8 ： 日本 年医学会によれ 、 「日 生活活動度 （    

） とは人が生活を るた に う活動の能力のことである。」 ( 日
本 年医学会   の   . . .

03.   2017.1.20 )
注 9 ： では 「 く」 が、 みは 「つ く」 が しい ( 小学 デジ

ル大 より )。
注 10 ： 本研究では外的因子を 理的な 要因に り、 因子 の他
は内的因子とする。
注 11 ： れ れ が 建て 宅、 が 合 宅 ( び
数の 建て 宅 )、 京 が 者の 合 ( 宅 を む ) という地
域特性を し、 された。
注 12 ： あく で から られた であり、 これで てを してい
るわけではない。
注 13 ： 「段 が 在しない み外し」 とは、 段 時の わりにおいて、

際には段 が 在しないにも関わら 、 段 があると いして発生す
るような転倒を す。
注 14 ： 転倒時を す本モデルでは、 を単 化している ( 8
より )。
注 15 ： 5 回中 4 回 でが骨折で最 が怪我なしである 1 と、 3 回 て
骨折であるが、 回が大 骨骨折で 2、 3 回 が 骨の 骨折である 1

を加えると、 転倒 に合 する は 6 となる。 り 2 は 2 回とも
骨折を わない怪我である と、転倒・怪我の が 明な1 であった。
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および の 方 に関する研究  の 1 ・ 転倒時の の 動の  
学 . 構 系  . 341 342  1980
2.43) 小野  博  ： 転倒時の 性からみた のかたさ
および の 方 に関する研究  の 2 かたさ の ・  
学 . 構 系  . 343 344  1980
2.44) 三 貴  小野  小西敏  ： 性からみた学 体

の のかたさに関する 研究  の 2 転倒 時の のかたさにつ
いて  学 . 構 系  . 319 320  1981
2.45)  野 ： 転倒 が に える影響  学

.  建築  . 691 692  1987
2.46) 直 雄   長谷  ： 構 が転倒時の

に える影響 ( の 2)  学 .  建築  農
 . 693 694  1987

2.47) 下  小野 彦   直 雄 ： び 構 が転倒
時の に える影響について  学 .  建築  農

 . 679 680  1990
2.48) 一  谷 ： および 要因が家 内の転 ・ 転倒
および に す影響 ( 健康  工学 )  学  

工学  . 447 448  2003
2.49)     東  ： 高齢者における転倒発生のメ

  と身体活動 の から ( 特 高齢者の転倒を える )  
の ち くり研究   1  . 6 10  2004 06 15

2.50) 田  山  長谷  田 美  内  ：
デー による 期の転倒 に関わる  日本建築学会
研究報   77  . 193 196  2004

2.51) 田  長谷  山  内  田 美  ：
デー による 期の転倒 に関わる ( 防 工

学 )  学  工学  . 785 786  2004
2.52) 田  山  田 美  内  野口 博   長
谷 ： デー を いた ・ 建築の 性に関する

  の 3 地の転倒 発生 の  日本建築学会
研究報   78  . 343 346  2005

2.53) 田  山 博 ： 山 における みちでの 者の転倒
について  日本建築学会東 研究報 . 系   70  . 

215 218  2007
2.54) 田  勝  ： 宅内の転倒時を した直 り
木質 ー ン の に関する ( 工学 )  日本建
築学会 報   26  . 591 596  2007
2.55) 田 雄  彦   田和人  加 ： など
で われた の り転倒 について  転倒 から見た の
り 方 に関する研究 ( の 1)  学  建築  . 529
530  2008
2.56) 高  田 雄  彦   加 ： の り
特性の のた の 要   転倒 から見た の り 方
に関する研究 ( の 3)  学  建築  . 533 534  2008
2.57) 田和人  田 雄  彦   加 ： の り

験 の 性について  転倒 から見た の り 方 に関
する研究 ( の 2)  学  建築   . 531 532  2008
2.58) 彦  田 雄   田和人 ： り 験機によ
る と の 性  転倒 から見た の り 方 に関する
研究 ( の 5)  学  建築  . 1007 1008  2009
2.59) 田 雄  彦   田和人 ： の り 験機の

要   転倒 から見た の り 方 に関する研究 ( の
4)  学  建築  . 1005 1006  2009
2.60) 長島明日  勝  田  本 ： 軽
性能、 転倒時の 性、 感 からみた   間における居

性能からみた 仕 の 性に関する の 2  学
1  建築  . 725 726  2011

2.61) 田 雄 加 を加えた場合の の 性に関する
的研究  人間工学  4  .173 180  1990

2.62) 小美  田 雄  大野 人 ： 加 の 方 と転
倒方  人間工学   . 192 193  1996
2.63) 小美  田 雄 大野 人 ： 加 の方 に対する人間
の転倒方 についての  人間工学   3  . 117 127  1998
2.64) う子   野 雄 ： つ きによる転倒動 に関する

験 ( 建築 )  日本建築学会近 研究報 . 系   40  
. 241 244  2000

2.65) 加   野  田健  直 雄 ： 動 ・ から
見た手すりの および手すりにかかる人の転倒時 重の   居内

け手すり け 度の 的 に関する 験研究 (1)  日本建築学
会 系   584  . 27 33  2004
2.66)  二  木 ： 高齢者の た 動 における
の と 知 に関する研究  人間工学      

  2  . 172 179  2010
2.67) 伸  秀  今 ： 高齢 者 いす ーキかけ
れ防  人間工学   4  . 183 188  1996
2.68) 谷 ： 子転倒防護 の 性の  人間工学  

 . 362 363  2004
2.69) 三 介  田 高   一 ： いす転倒時の

力の と 予防  人間工学  . 158 159  2014
2.70) 一    本 介 ： ワーキン メモ を し
た二重課題 特性と健 高齢者の転倒経験との関 性  人間工学  

. 160 161  2013
2.71) 一   本 介  木 るり子 ： 二重課題 特性と

課題 を み れたワーキン メモ モデルによる健 高齢者の転倒
経験の  人間工学   6  . 342 349  2014
2.72)   木下  高田 ： 度の なる
での重 動 に関する研究  子情報 学会 研究報 .  
と ネ   361  . 7 10  2014
2.73) 高  子  田 ：転倒 に関する研究  ( の 1) 転倒・
転 の加齢による 化  学 .  建築  農  

. 713 714  1986
2.74) 田   子  子  本美 ： 患者

けに いた ド わりおよびト での転倒 の 的対   性期

院における 院患者の転倒・転 の 的対 に関する研究 の 2( ・
護 建築 )  学 . 1  建築  . 437 438  2004

2.75) 田   子  本美 ： 患者 の人数 合に
く ト の数   性期 院における 院患者の転倒 ・ 転

の 的対 に関する研究 の 3( (1) 建築 )  学 . 
1  建築  . 207 208  2005

2.76) 田  子  高 ： 高齢者の転倒 発要因に関する
研究  学 .  建築  . 541 542  1988
2.77) 木 さよ子 ： 高齢者 における 者の 動の に関する
建築 的研究  高齢者 における転倒 ・ 転 の を して  
学 . 1  建築  . 399 400  1999
2.78) 人  野 ： 特 養護 人 ー における転倒防 に関
する研究 の 1  転倒による骨折などの大怪我を った認知症高齢者につ
いて ( 高齢者 の 建築 )  学 . 1  
建築  . 405 406  2008
2.79) 三浦研 ： 特 養護 人 ー の の 力 性と転倒 ・ 転 骨
折 ( 建築 )  日本建築学会近 研究報 . 系   52  . 
189 192  2012
2.80) 三浦研  高木 子：認知症高齢者 ルー ー の建 構 と転倒・
転 骨折 ( 建築 )  日本建築学会近 研究報 . 系   
53  . 25 28  2013
2.81) 三浦研 ： 特 養護 人 ー の が転倒 ・ 転 骨折に す影響  
日本建築学会 系   698  . 883 890  2014
2.82) 三浦研  高木 子 ： ルー ー の建 特性が骨折に す影響

の 転倒 ・ 転 骨折数の を して  日本建築学会 系  
 711  . 1027 1035  2015

2.83) 今  直 雄 ： 宅における日 の に関する
的 (2)  「 」 「転 」 「転倒」 「 」 を対 として  学 . 

 建築  農   . 1195 1196  1994
2.84) 加 一  二：居 における健康 増進に関する研究 (
の 35)  ー ーの い 地の 居 数が自 高齢者の転倒、 生 、
外出活動に す影響  学 . 1  工学  . 1141
1142  2010
2.85) 田  野均  田 雄  田中和子  中  内 き  

子 ： 在宅高齢者の自宅での転倒の に関する ・ ( 高齢者 ・
がい者の い 建築 )  学 . 2  建築  . 

365 366  2011
2.86)  田中直人 ： 脳 中 マ 者の 宅内における転倒の お
よび対 に関する   脳 中 マ 者の の ー ルデ

ンに関する研究 ( 高齢者 ・ がい者の い 建築 )  学
. 2  建築  . 367 368  2011

2.87) 本   中田 ： 宅内における高齢者の転倒
に関する研究 ( 宅と (1) 建築 2013 年度日本建築学会大

会 ( ) 学 会 ・ 建築デ ン発 会 )  学  . 
1253 1254  2013
2.88) 合修  長谷   直 雄 ： 日 の発生頻度

のた の研究  、転 、転倒 に関する 者 の ン ート  
学 .  建築  . 607 608  1987
2.89) 野  山 ： 高齢者と子 の転倒 の特   転倒 から
みた生活 の 性に関する研究 1  学 . 2  建築

  . 109 110  1998
2.90) 野 ： 在 高齢者の転倒 の特   転倒 から見た
生活 の 性に関する研究 2  学 . 2  建築   

 . 353 354  2000
2.91) 田  山  田 美  内  野口 博   長
谷 ： デー を いた ・ 建築の 性に関する

  の 3 地の転倒 発生 の ( 研究 会報
・ 建築の 性 )  日本建築学会 研究報   78  
. 343 346  2005

2.92) 小野 ： 人の り 下り時の からみた段 と の  日本
建築学会構 系   601  . 31 36  2006
2.93) 野田美 子  木田和  三田 ： 高齢者の転倒の外的要因として
の き の研究  と ー ー の ( ー ョン ・
動療 一 口 60 回 日本体力医学会大会 )  体力科   6  

. 680  2005
2.94) 田  美和子  金 ： 時の 動 の

 日本理学療 学 大会   . 1098 1098  2008
2.95) 金  田和  友  田進  田秀  友和  

一 ： の いによる の  日本理学療 学
大会  . 48100937 48100937  2013
3.1)         

              
         

    2015.11
3.2)        

       ：   
         

      2015.11
4.1) 三 介  田 高   一 ： いす転倒時の

力の と 予防  人間工学  . 158 159  2014
4.2)   島田勝  田 一  野  ：
モデル による ち がり動 時の関 トル   性および問題

の  ー ョン医学  日本 ー ョン医学会   
2  . 107 113  1990
4.3) 健康 ・ 養研究 ： 身体活動のメ ( )  
2012 年 4 月 11 日
4.4) 本   中田 ： 宅内における高齢者の転倒

に関する研究 建築 2013 年度日本建築学会大会学 会学
 . 1253 1254  2013

4.5) 東京 防  デー から見る高齢者の  〜日 生活
の中での高齢者の を防 た に〜  . . . .

201509 .  2017.1.19
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